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ケ
イ
ン
ズ
主
義
の
再
検
討

（35）　ケインズ主義の再検討。

　
　
　
序
説

　
今
か
ら
丁
度
四
年
前
、
日
本
経
済
新
聞
紙
上
に
お
い
て
サ
ミ
ュ

エ
ル
ソ
ン
は
次
の
よ
う
に
の
べ
た
。

　
「
も
し
ケ
イ
ン
ズ
が
百
年
前
に
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ぱ
、

世
界
は
今
と
は
違
っ
た
、
も
っ
と
住
み
に
く
い
と
こ
ろ
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
（
1
〕

い
た
か
も
知
れ
な
い
。
」
。

　
と
こ
ろ
が
同
じ
新
聞
社
か
ら
昨
年
出
版
さ
れ
た
『
幻
想
の
ケ
イ

ン
ズ
主
義
』
に
お
い
て
、
加
藤
寛
拳
氏
は
右
の
サ
ミ
ュ
ェ
ル
ソ
ン

の
表
現
を
次
の
よ
う
に
修
正
し
て
い
る
。

　
「
お
そ
ら
く
、
ケ
イ
ン
ズ
が
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
世
界

は
今
と
は
違
っ
た
、
も
っ
と
住
み
よ
い
場
所
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ

＾
2
）

う
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃
口
　
武
　
雄

　
確
か
に
ケ
イ
ン
ズ
主
義
の
経
済
政
策
、
と
り
わ
け
財
政
々
策
は
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
、
政
府
の
膨
脹
、
財
政
赤
字
と
い
っ
た
諸
問

題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
現
代
の
纏
済
状
況
の
下
で
、
多
方
面
か
ら

厳
・
し
い
批
判
を
浴
ぴ
て
い
る
。
こ
の
ケ
イ
ン
ズ
批
判
に
火
を
つ
け

た
の
が
、
周
知
の
ブ
キ
ャ
ナ
ン
ー
ー
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
『
赤
字
財
政
の

政
治
経
済
学
』
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
ブ
キ
ャ
ナ
ン
叩
ワ
ー
グ
ナ

ー
は
加
藤
氏
と
同
じ
よ
う
に
ケ
イ
ン
ズ
政
策
を
批
判
し
、
現
代
の

経
済
上
の
藷
悪
の
根
漁
が
ケ
イ
ン
ズ
に
あ
る
か
の
よ
う
に
次
の
よ

う
に
の
べ
て
い
る
o

　
「
ケ
イ
ン
ズ
が
い
な
か
っ
た
ら
、
通
常
の
致
治
家
の
支
出
癖
は

一
九
六
〇
年
代
と
七
〇
年
代
に
も
っ
と
適
正
に
抑
制
さ
れ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
ケ
イ
ン
ズ
が
い
な
か
っ
た
ら
、
現
代
の
予
算
は
膨
脹

の
怖
れ
は
あ
っ
て
も
そ
ん
な
に
膨
れ
な
い
だ
ろ
う
し
、
イ
ン
フ
レ
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ー
シ
ヨ
ン
も
自
由
社
会
に
と
っ
て
現
在
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
危

険
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ケ
イ
ン
ズ
卿
の
遺
産
は
、
赤
字
支
出
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
ぴ
政
府
の
膨
脹
へ
と
向
う
自
然
の
、
予

言
で
き
る
政
治
的
傾
向
を
用
意
し
た
と
想
像
さ
れ
る
知
的
合
法
性

　
．
＾
3
）

で
あ
る
。
L

　
こ
の
よ
う
な
ケ
イ
ン
ズ
批
判
の
渦
巻
く
今
日
的
な
状
況
の
中
で
、

本
稿
で
は
、
筆
者
の
ヶ
イ
ン
ズ
研
究
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ふ
ま

え
、
右
の
ヶ
イ
ン
ズ
批
判
が
果
し
て
妥
当
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

結
論
か
ら
言
え
ぱ
、
こ
う
し
た
ケ
イ
ン
ズ
批
判
は
ケ
イ
ン
ズ
と
直

接
関
係
が
な
い
も
の
か
、
あ
る
い
は
ケ
イ
ン
ズ
に
対
す
る
誤
解
か

ら
生
じ
て
い
る
と
考
え
ち
。
ケ
イ
ン
ズ
と
直
接
関
係
が
な
い
と
い

う
趣
旨
は
、
レ
イ
ヨ
ン
フ
ー
ヴ
ツ
ド
の
い
う
理
論
上
の
ケ
ィ
ン
ズ

と
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
と
の
違
い
と
同
じ
よ
う
に
、
政
策
論
に
お
い
て

も
ケ
イ
ン
ズ
と
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
と
で
は
全
く
違
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ブ
キ
ャ
ン
ー
－
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
直
接
批
判
の
対
象
と

し
て
い
る
の
は
、
ケ
イ
ン
ズ
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
ハ
ン
セ
ン
、

サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
等
の
ア
メ
リ
カ
・
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
だ
圭
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
次
に
ケ
イ
ン
ズ
に
対
す
る
誤
解
だ
と
い
う
趣
旨
は
、

ケ
イ
ン
ズ
の
政
策
論
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ケ
イ
ン
ズ

が
本
当
に
言
っ
た
こ
と
と
は
無
関
係
に
、
い
わ
ぱ
虚
像
と
し
て
の

ケ
イ
ン
ズ
像
を
つ
く
り
あ
げ
、
こ
れ
に
批
判
の
矢
を
向
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
誤
っ
た
ケ
イ
ン
ズ
批
判
の
現
状

は
ケ
イ
ン
ズ
に
と
っ
て
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
以

上
に
現
実
の
経
済
政
策
の
運
営
に
お
い
て
放
置
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
不
幸
な
事
態
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

　
　
　
一
　
ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
歴
史
的
回
顧

　
そ
こ
で
初
め
に
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
に
批
判
が
加
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
そ
し

て
日
本
の
ケ
イ
ン
ズ
政
策
を
あ
と
づ
け
な
が
ら
、
そ
の
成
功
と
失

敗
に
つ
い
て
若
干
の
歴
史
的
回
顧
を
行
い
、
そ
の
。
後
に
本
稿
の
主

題
で
あ
る
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
の
再
検
討
」
に
移
り
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
成
功
と
失
敗
を
歴
史
的
に
回
顧

す
る
際
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
と
は
何
か
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
た
だ
本
来
の
ケ
イ
ン
ズ
政
策
あ
る
い
は
ケ
イ
ン
ズ
主
義
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
は
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は

通
常
の
常
識
的
な
ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
規
定
に
従
う
こ
と
に
し
よ
う

さ
て
、
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
ケ
イ
ン
ズ
政
策
と
は
次
の
二
つ

を
含
意
し
て
い
る
。
先
ず
第
一
に
は
、
完
全
雇
用
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
通
貨
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
金
融
政
策
は
無

867



●

（37）　ケインズ主義の再検討

効
で
あ
り
、
有
効
需
要
を
直
接
補
填
す
る
た
め
の
積
極
的
財
政
々

策
が
有
効
で
あ
る
。
：
冒
で
い
え
ば
、
フ
イ
ス
カ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
の
始
発
原
因
が
コ
ス
ト
・
プ
ヅ

シ
ュ
に
あ
る
場
合
に
は
、
賃
金
・
価
格
が
安
定
し
な
く
て
は
な
ら

ず
、
そ
の
た
め
に
は
賃
金
・
価
格
ガ
ィ
ド
・
ポ
ス
ト
政
策
な
い
し

は
所
得
政
策
が
有
効
で
あ
り
総
需
要
管
理
政
策
は
無
効
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
要
約
す
れ
ぱ
、
完
全
雇
用
に
つ
い
て
は
稜
極
的
財
政
々

策
が
、
ま
た
物
価
安
定
に
つ
い
て
は
所
得
政
策
が
有
効
で
あ
る
。

こ
れ
が
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
内
容
と
恩
わ

れ
る
。

　
ω
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
場
合

　
右
の
よ
う
に
ケ
イ
ン
ズ
政
策
を
定
義
す
る
な
ら
ぱ
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
一
九
四
四
年
の
雇
用
政
策
白
書
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
四
六

年
の
ト
ル
ー
マ
ン
の
雇
用
法
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
完
全
雇
用
の

維
持
達
成
が
政
府
の
経
済
政
策
の
最
高
の
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
後
の
経
済
体
制

は
ケ
イ
ン
ズ
体
制
と
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た

だ
、
ア
メ
リ
カ
で
現
実
に
か
つ
明
示
的
に
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
な
る
も
の
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
一
年
に
発
足
し
た

ケ
ネ
デ
イ
政
権
に
お
い
て
で
あ
ウ
た
。
こ
の
当
時
の
政
廠
の
経
済

政
策
立
案
上
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
サ
ミ
ュ
エ

ル
ソ
ン
と
ソ
ロ
ー
で
あ
る
。
こ
の
当
時
実
際
に
実
行
さ
れ
た
ヶ
イ

ン
ズ
政
策
の
内
容
は
、
加
遠
償
却
、
投
資
減
税
、
所
得
税
減
税
等
、

投
資
・
消
費
を
直
接
刺
戟
す
る
総
需
要
管
理
政
策
と
、
賃
金
・
価

格
の
ガ
イ
ド
・
氷
ス
ト
政
策
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
策
が

実
行
さ
れ
た
結
果
、
失
業
率
は
一
九
六
一
年
の
七
％
か
ら
六
五
年

に
は
四
％
に
下
が
り
、
他
方
、
物
価
上
昇
率
も
平
均
一
～
二
％
の

範
囲
で
安
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ケ
ネ
デ
イ
政
権
下

で
の
ケ
イ
ン
ジ
7
ン
・
ポ
リ
シ
ー
は
一
応
成
功
し
た
と
評
価
で
き

よ
う
o

　
こ
れ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
九
四
八
年
に
い
ち
は
や
く

労
働
党
政
府
の
下
で
総
需
要
管
理
政
策
が
採
用
さ
れ
た
も
の
の
、

や
は
り
明
示
的
に
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
い
う
べ
き
も
の

が
最
初
に
実
行
に
移
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
三
年
の
マ
ク
ミ
ラ
ン

内
閣
の
下
で
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
政
府
は
二
億
六
千
万
ポ
ン
ド

に
及
ぷ
大
規
模
な
減
税
と
所
得
政
策
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
結
果
、
失
業
率
は
一
九
六
三
年
の
三
・
六
％
か
ら
、
同
年
末
に

は
二
％
へ
下
が
り
、
他
方
、
物
価
上
昇
率
も
二
・
二
％
に
緩
和
さ

れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
ケ

イ
ン
ジ
7
ン
・
ポ
リ
シ
ー
は
成
功
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
事
実
、
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五
〇
年
代
と
六
〇
年
代
半
ぱ
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
経
済
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
・
エ
イ
ジ
（
黄
金
時
代
）
と
呼
ぱ
れ
て
お
り
、
一
九
四
八
年

か
ら
六
六
年
ま
で
の
平
均
失
業
率
は
わ
ず
か
に
一
・
七
％
、
最
高

で
も
二
⊥
ハ
％
を
超
え
た
こ
と
は
な
く
、
他
方
、
物
価
上
昇
率
も

一
九
五
三
年
か
ら
六
三
年
ま
で
の
一
〇
年
間
は
、
平
均
二
・
九
％

と
非
常
に
安
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
実
質
G
N
P
の

成
長
率
も
景
気
後
退
期
で
さ
え
、
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
の

バ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
次
第
に
悪
化
す
る
。
こ
の
こ
と
は
デ
ー
タ
ー

か
ら
一
目
瞭
然
で
あ
っ
て
、
一
九
六
七
年
か
ら
一
九
八
○
年
ま
で

の
平
均
失
業
率
は
三
・
九
％
、
一
九
七
一
年
か
ら
八
○
年
ま
で
の

イ
ン
フ
レ
率
は
平
均
で
二
二
・
九
％
と
い
ず
れ
も
非
常
に
高
い
率

を
記
録
し
た
。
と
り
わ
け
実
質
G
N
P
の
成
長
率
は
、
対
前
年
度

を
下
ま
わ
る
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
二
度
も
経
験
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
第
一
回
は
一
九
七
五
年
、
第
二
回
は
一
九
八
○
年
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
成
長
は
、
一
九
二
〇
年
代
な
い
し
三
〇
年

代
の
大
恐
慌
時
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
戦
後
の
日
本
経
済
の
高
度

成
長
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
、
異
常
な
事
態
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
も
、
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の
成
功
は
六
〇

年
代
の
半
ぱ
ま
で
で
あ
っ
て
、
六
五
年
を
過
ぎ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
拡
大
に
よ
る
軍
事
支
出
の
増
大
か
ら
超
過
需
要
に
陥
入
り
、

物
価
上
昇
の
テ
ン
ポ
は
加
速
し
始
め
、
七
三
年
の
第
一
次
石
油
危

機
に
よ
っ
て
物
価
は
二
桁
台
に
暴
騰
し
、
七
三
年
中
頃
に
と
ら
れ

た
金
融
引
締
政
策
に
よ
っ
て
戦
後
最
大
の
景
気
後
退
を
経
験
す
る

の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
の
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七

〇
年
代
に
か
け
て
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
目
ン
の
結
果
、
ケ
イ
ン
ズ

的
な
総
需
要
管
理
政
策
で
は
望
ま
し
い
良
好
な
経
済
的
パ
7
オ
ー

マ
ン
ス
が
達
成
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
ケ
イ
ン
ズ
政

策
の
有
効
性
に
対
す
る
凝
問
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
マ
ク
ロ
経
済

学
の
分
野
で
は
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
撞
頭
と
新
古
典
派
の
複
活
が

企
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
現
実
の
経
済
政
策
に
お
い
て

も
、
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
か
ら
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
ポ
リ
シ

ー
へ
の
転
換
が
行
な
わ
れ
た
。
先
ず
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
八
一

年
に
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
成
立
す
る
と
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
目
ン
の

寛
服
を
第
一
の
目
標
と
し
て
、
ヶ
イ
ン
ズ
体
制
か
ら
訣
別
し
自
由

経
済
の
原
理
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
イ
ン
フ

レ
抑
制
策
と
し
て
は
、
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
の
所
得
政
策
を
廃
し
て
、

マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
に
よ
る
貨
幣
供
給
量
の
増
加
率
抑
制
策
に
政
策
の
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重
点
が
変
わ
る
の
で
あ
る
。

　
　
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
一
九
七
七
年
に
サ
ッ
チ
ャ
ー

　
政
権
が
誕
生
し
て
以
来
、
ケ
イ
ン
ズ
体
制
か
ら
訣
別
し
て
自
由
経

　
済
の
原
理
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
策
が
と
ら
れ
る
。
具
体

　
的
に
は
、
第
一
が
、
所
得
政
策
を
廃
止
し
て
の
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
的

　
な
貨
幣
供
給
量
の
増
加
率
抑
制
、
そ
し
て
第
二
が
、
公
共
支
出
削

．
減
政
策
で
あ
り
、
第
三
が
国
有
企
業
の
厨
営
化
で
あ
っ
た
。

　
　
②
戦
後
わ
が
国
の
ケ
イ
ン
ズ
政
策

　
　
で
は
戦
後
日
本
の
経
済
に
つ
い
て
は
ど
う
か
と
い
え
ぱ
、
わ
が

　
国
の
場
合
、
先
に
定
義
さ
れ
た
意
味
で
の
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
・
ポ
リ

　
シ
ー
が
発
動
さ
れ
た
時
期
を
明
確
に
指
摘
す
る
の
は
困
難
で
あ
る

　
が
、
仮
に
、
公
共
事
業
費
が
急
増
し
た
年
を
見
て
み
る
と
、
一
九

　
六
六
年
、
一
九
七
一
～
二
年
そ
し
て
一
九
七
七
～
八
年
の
三
回
、

　
こ
れ
ら
が
い
わ
ゆ
る
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の
発
動
さ
れ
た

　
年
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
回
の
六
六
年
の
稜
極
財
政

　
に
お
い
て
は
、
G
N
P
の
伸
ぴ
率
が
こ
の
政
策
の
結
果
、
六
五
年

　
の
一
〇
・
五
％
か
ら
翌
六
六
年
に
は
＝
ハ
・
二
％
、
又
六
七
年
に
は

　
一
七
・
二
％
へ
と
加
遠
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
第
二
回
の
七
一
年
か

　
ら
七
二
年
の
積
極
財
政
に
お
い
て
は
景
気
過
熱
さ
え
生
ぜ
し
め
た

　
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
七
七
年
か
ら
七
八
年
に
か
け
て
の
三
度

目
の
横
極
財
政
に
お
い
て
は
、
名
目
G
N
P
の
伸
び
率
は
、
七
六

年
の
二
一
・
二
％
か
ら
政
策
実
施
後
の
七
七
年
に
は
一
〇
・
九
％
、

さ
ら
に
七
八
年
に
は
九
・
五
％
へ
と
か
え
っ
て
滅
速
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
ケ
イ
ン
ズ
的
稜
極
財
政
を
実
施

す
る
反
面
で
、
日
本
銀
行
が
七
五
年
以
来
、
物
価
安
定
を
最
優
先

目
標
と
し
て
、
貨
幣
量
の
制
御
を
重
槻
す
る
政
策
に
転
換
し
た
か

ら
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
貨
幣
供
給
量
の
対
前
年
増
加
率
は
、

七
五
年
の
二
ニ
ニ
％
か
ら
八
四
年
に
は
七
・
八
％
へ
趨
勢
的
に
引

下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鯖
果
、
名
目
G
N
P
は
右
と
同
じ

期
間
内
に
一
〇
・
四
％
か
ら
六
・
四
％
へ
滅
速
し
、
G
N
P
デ
フ
レ

ー
タ
ー
の
上
昇
率
も
七
・
八
％
か
ら
○
・
六
％
、
消
費
者
物
価
上
昇

率
は
一
一
・
八
％
か
ら
二
・
二
％
、
そ
し
て
卸
売
物
価
の
上
昇
率
は

三
・
○
％
か
ら
マ
イ
ナ
ス
○
・
三
％
へ
下
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
㈹
歴
史
的
回
顧
に
お
け
る
問
題
点

　
以
上
の
よ
う
な
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の
成
功
と
失
敗
の

歴
史
の
中
で
、
注
意
す
べ
き
点
が
二
つ
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
確

か
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
共
に
イ
ン
フ
レ
の
沈
瀞
化
に
最
近
成

功
し
た
と
は
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
に
は
極
め
て
高
い
失
業
率
と
い

う
大
き
な
代
償
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
政

権
の
下
で
は
、
連
邦
準
備
銀
行
が
一
九
八
一
年
の
四
月
か
ら
八
二
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年
の
四
月
に
か
け
て
厳
し
い
金
融
引
締
政
策
を
実
施
し
た
結
果
、

八
二
年
に
は
ア
メ
リ
カ
経
済
は
戦
後
最
大
の
不
況
に
陥
入
り
、
失

業
率
は
一
九
三
〇
年
代
の
犬
恐
慌
時
並
み
の
一
〇
％
と
い
う
非
常

に
高
い
率
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
、
大
幅
な
所
得
税
の
減
税
と
い

う
ケ
イ
ン
ズ
的
な
政
策
を
実
施
し
た
も
の
の
、
八
四
年
に
も
な
お

七
・
五
％
と
い
う
高
い
水
準
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

イ
ギ
リ
ス
の
サ
ヅ
チ
ャ
ー
政
権
の
下
で
も
、
同
様
の
金
融
引
締
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

策
の
結
果
、
失
業
率
は
八
○
年
に
は
六
・
九
％
で
あ
っ
た
の
が
、

八
一
年
に
は
一
〇
・
六
％
、
八
二
年
に
は
二
一
・
三
％
、
そ
し
て
八

三
年
に
は
二
ニ
ニ
％
と
こ
れ
ま
た
大
恐
慌
時
並
み
の
水
準
に
高

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
や
新
古
典
派
の
経
済
挙
者
は
、
こ
の
よ
う
な
高

い
失
業
率
が
生
じ
た
原
因
を
、
総
需
要
の
不
足
に
よ
る
非
自
発
的

な
失
業
が
生
じ
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
実
質
賃
金
が
高
す
ぎ
た
り
、

失
業
手
当
が
高
す
ぎ
て
働
く
意
欲
を
失
っ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
自
然
失
業
率
が
高
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
診
断
を
下

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
政
策
提
言
も
、
労

働
意
欲
を
改
善
す
る
た
め
の
所
得
税
の
限
界
税
率
の
引
下
げ
、
失

業
手
当
の
削
減
、
あ
る
い
は
消
費
財
市
場
や
労
働
市
場
の
競
争
化

に
よ
る
資
源
配
分
機
能
の
強
化
、
こ
う
し
た
政
策
に
限
ら
れ
て
き

た
。
確
か
に
失
業
手
当
が
高
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
、
労
働
意
欲

を
減
退
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

た
だ
、
そ
の
こ
と
だ
け
が
失
業
率
を
高
め
た
原
因
か
と
い
う
と
、

実
証
分
析
の
結
果
で
は
疑
問
で
あ
る
圭
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た

と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
行
わ
れ
た
分
析
結
果
で
は
、
失
業
手
当
の
削

減
は
逆
に
失
業
率
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
で
は
、

働
い
て
い
る
標
準
的
な
家
計
の
課
税
後
の
所
得
に
対
す
る
失
業
手

当
の
比
率
を
取
っ
て
い
る
が
、
こ
の
率
は
一
九
六
四
年
か
ら
七
一

年
に
か
け
て
四
五
％
か
ら
七
八
％
に
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
失

業
率
は
こ
の
間
わ
ず
か
に
三
％
で
あ
り
、
反
対
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

政
権
の
下
で
失
業
手
当
の
削
減
が
断
行
さ
れ
、
右
の
比
率
が
六
〇

％
に
ま
で
下
が
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
業
率
は
一
〇
％
台
に

大
幅
に
高
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を
み
る
と
、

自
然
失
業
率
仮
説
は
必
ず
し
も
説
得
的
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で

あ
ろ
う
し
、
何
よ
り
も
一
〇
％
を
超
え
る
よ
う
な
高
い
失
業
率
は
、

社
会
的
正
義
か
ら
し
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
イ
ン
フ
レ

沈
静
の
代
償
と
し
て
は
余
り
も
高
す
ぎ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
成
功
と
失
敗
の
歴
史
に
お
い
て
第
二

に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
が
六
〇
年
代
半
ぱ
ま
で
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は
成
功
し
た
も
の
の
、
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
冒
ン
を
ひ
き
お
こ
し
自
滅
し
て
い
っ
た
こ
と
を
、

は
た
し
て
ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
失
敗
に
帰
す
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か

で
あ
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
六
五
年
以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
拡
大
に
よ
る
軍
事
支
出
の
膨
脹
と
い
う
ケ
イ
ン
ズ
政
策
と
は
別

個
の
要
因
に
よ
っ
て
物
価
上
昇
が
加
速
化
さ
れ
た
し
、
七
〇
年
代

の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
目
ン
に
つ
い
て
も
、
七
三
年
の
第
一
次
石
油

危
機
と
七
九
年
の
第
二
次
石
油
危
機
と
い
う
外
的
要
因
の
方
が
強

カ
に
作
用
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
わ
が
国
が
ア
メ
リ
カ
、
ヨ

ー
ロ
ヅ
パ
が
経
験
し
た
よ
う
な
大
規
模
な
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
冒
ン

を
経
験
せ
ず
に
済
ん
だ
こ
と
も
、
た
だ
た
ん
に
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
的

な
金
融
引
締
政
策
が
成
功
し
た
と
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
と

い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
で
は
先
に
指
摘
し
た
よ
う

に
、
金
融
引
締
め
は
高
い
失
業
率
と
い
う
犠
牲
を
払
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
わ
が
国
で
こ
の
よ
う
な
犠
牲
を
払
わ
ず
に
済
ん
だ
の

は
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
他
方
の
柱
で
あ
る
償
金
・
物
価
ガ
イ
ド
・

ポ
ス
ト
政
策
が
避
守
さ
れ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

二

ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
政
策

－
三
つ
の
基
本
的
特
徴
1

　
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
致
策
が
本
当
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
最
近
で
こ
そ
様
々
な
人
々
が
様
々
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
が
、
過
去
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
一
般
的
な
合
意
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
実
は
ケ
イ
ン
ズ
を
誤
解
し
て

き
た
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ケ
イ
ン
ズ
『
一

般
理
論
』
の
形
成
に
影
響
を
与
え
、
ケ
イ
ン
ズ
を
最
も
良
く
理
解

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
・
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
の
ヒ
ッ
ク
ス
、

ハ
ロ
ッ
ド
、
カ
ル
ド
ア
等
の
ケ
イ
ン
ズ
理
解
を
ふ
ま
え
て
ケ
イ
ン

ズ
の
経
済
政
策
の
基
本
的
特
徴
を
指
摘
す
れ
ば
次
の
三
点
で
あ
る
。

　
第
一
点
は
、
政
策
の
基
本
は
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
1
1
貨
幣

政
策
に
あ
り
、
公
共
事
業
支
出
政
策
あ
る
い
は
財
政
々
策
は
貨
幣

政
策
の
補
完
的
な
役
割
を
果
す
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
が
第
一
で
あ
る
。
第
二
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
言
う
公
償
支
出
政

策
は
、
資
本
の
隈
界
効
率
を
高
め
、
も
っ
て
民
間
投
資
を
刺
戟
す

る
た
め
の
誘
い
水
政
策
“
バ
ン
プ
・
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ポ
リ
シ
ー

で
あ
ウ
て
、
民
間
投
資
の
不
足
を
直
接
補
う
と
こ
ろ
の
補
整
的
財

政
々
策
1
ー
フ
イ
ス
カ
ル
・
ポ
リ
シ
ー
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
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そ
し
て
第
三
に
、
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
政
策
は
、
貨
幣
政
策
に
関
し

て
は
、
反
循
環
的
な
景
気
安
定
化
政
策
と
し
て
一
貫
し
た
体
系
的

な
も
の
を
持
っ
て
い
る
が
、
財
政
々
策
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
体

系
的
な
も
の
は
な
く
、
む
し
ろ
財
政
々
策
と
い
う
よ
り
は
、
投
資

の
社
会
化
、
あ
る
い
は
経
済
の
計
画
化
と
言
う
方
が
適
当
だ
と
い

う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
が
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
政
策
の

基
本
で
あ
り
、
以
上
三
点
に
つ
い
て
以
下
逐
次
検
討
し
て
ゆ
き
た

い
。
　
リ
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ポ
リ
シ
ー

　
　
　
　
1
低
利
子
率
の
重
視
1

　
さ
て
、
第
一
点
は
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
と
フ
イ
ス
カ
ル
・

ポ
リ
シ
ー
と
の
相
対
的
重
要
性
、
も
し
く
は
相
対
的
有
効
性
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
H
ワ
ー
グ
ナ

ー
は
先
の
『
赤
字
財
政
の
政
治
経
済
学
』
に
お
い
て
、
ケ
イ
ン
ジ

ァ
ン
は
政
策
上
予
算
を
基
本
と
し
、
貨
幣
を
副
次
的
・
補
完
的
な

地
位
に
引
下
げ
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
が
予
算
を
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
支
配
的
遣
具

と
し
て
の
地
位
に
引
き
上
げ
、
そ
れ
と
平
行
し
て
貨
幣
政
策
を
副

次
的
な
役
割
に
格
下
げ
し
た
の
は
、
大
部
分
、
深
刻
な
不
況
期
に

存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
流
動
性
の
落
し
穴
に
基
づ
い
て
い

＾
5
〕

た
。
」
　
右
の
よ
う
な
ケ
イ
ン
。
ズ
主
義
の
規
定
を
さ
ら
に
す
す
め
て
極
端

化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
の
第
三
の
内
容
は
、
完
全
雇
用
を
達
成
・
維

持
す
る
た
め
の
総
需
要
補
強
政
策
と
し
て
は
、
貨
幣
量
を
増
加
さ

せ
る
貨
幣
政
策
は
事
実
上
無
効
で
あ
り
、
投
資
の
計
画
化
と
所
得

の
再
分
配
を
目
指
す
財
政
々
策
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

い
う
財
政
主
義
（
フ
ィ
ス
カ
リ
ズ
ム
）
の
ヴ
イ
ジ
目
ン
で
あ
る
。
」

　
以
上
の
よ
う
な
ケ
イ
ン
ズ
理
解
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
利
子
率

が
下
限
に
達
し
て
し
ま
っ
て
、
最
早
こ
れ
以
下
に
は
下
が
ら
な
い

と
い
う
流
動
性
の
落
し
穴
（
リ
峠
デ
ィ
テ
ィ
・
ト
ラ
ッ
プ
）
や
、

あ
る
い
は
投
資
が
利
子
率
を
下
げ
て
も
一
向
に
刺
戦
さ
れ
な
い
と

い
う
投
資
の
利
子
非
弾
カ
性
、
そ
う
し
た
状
況
を
体
験
し
た
ア
メ

リ
カ
・
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
の
い
わ
ゆ
る
弾
カ
性
ペ
ッ
シ
ミ
ズ
ム
に
由

来
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
証
拠
立

て
る
の
が
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ン
の
次
の
よ
う
な
認
識
で
あ

る
。
　
「
ケ
イ
ン
ズ
は
長
い
間
投
資
意
欲
を
刺
戟
す
る
た
め
の
利
子
率

の
操
作
に
賛
意
を
表
明
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
政
策
は
投
資
が

利
子
率
の
変
化
に
敏
感
で
あ
る
と
い
う
仮
定
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
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だ
が
、
理
論
の
う
え
で
も
、
経
験
の
う
え
で
も
、
一
切
の
根
拠
は

投
資
表
が
今
日
、
利
子
に
た
い
し
非
弾
カ
的
だ
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
四
一
年
に
か
け
て
長
期
利
子

率
が
著
し
く
低
落
し
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し

高
水
準
の
投
費
活
動
と
い
っ
た
も
の
は
一
向
に
観
察
さ
れ
な
か
っ

＾
ア
〕

た
。
L

　
右
の
よ
う
な
体
験
が
、
ア
メ
リ
カ
・
ヶ
イ
ン
ジ
ァ
ン
達
に
投
資

機
会
の
枯
渇
、
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ

長
期
波
動
の
下
降
局
面
に
あ
る
と
い
う
認
識
を
も
た
ら
し
、
民
間

投
資
の
不
足
を
直
接
に
補
う
フ
イ
ス
カ
ル
・
ポ
リ
シ
ー
こ
そ
が
必

要
だ
と
の
政
策
観
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
ケ
イ
ン
ズ
の
見

た
イ
ギ
リ
ス
の
状
況
は
、
ア
メ
リ
カ
と
は
ち
が
い
長
期
停
滞
に
は

陥
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『
景
気
循
環
と
財
政
々
策
』

の
著
者
ハ
ン
セ
ン
と
い
え
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
よ
く
認
識
し
て
い

た
。　
「
英
国
の
産
業
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
米
・
独
両
国
の
産
業
に

見
ら
れ
た
よ
う
な
大
規
模
な
合
理
化
を
経
験
し
て
い
な
か
っ
た
。

右
の
よ
う
な
わ
け
で
、
一
九
三
二
～
三
年
頃
の
英
国
に
は
相
当
の

投
資
景
気
の
機
が
熱
し
て
い
た
と
い
え
る
。
二
〇
年
代
に
、
米
国

が
資
本
財
を
”
食
べ
。
す
ぎ
て
い
た
あ
い
だ
に
、
英
国
は
”
飢
え

て
・
い
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
国
内
市
場
を
相
手
と
し
た
産

業
及
び
住
宅
建
築
資
材
へ
の
投
資
が
英
国
の
景
気
回
復
の
中
心
を

な
し
て
い
た
。
か
く
し
て
、
投
資
の
可
能
性
が
全
く
異
な
っ
て
い

た
こ
と
を
思
え
ぱ
、
低
金
利
が
英
国
で
は
そ
の
効
を
現
わ
し
、
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
畠
）

国
で
は
き
き
め
が
な
か
っ
た
こ
と
に
何
の
不
恩
議
も
な
い
。
L

　
ケ
イ
ン
ズ
が
ア
メ
リ
カ
・
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
と
は
異
な
り
、
マ
ネ

タ
リ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
を
主
と
し
、
財
政
々
策
を
従
と
す
る
政
策
を

主
張
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
歴
史
的
状
況
を

正
し
く
判
断
し
て
い
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え

ぱ
彼
は
、
『
一
般
理
論
』
を
出
版
す
る
二
年
前
の
一
九
三
四
年
、

リ
ス
ナ
ー
誌
に
「
豊
窟
の
中
の
貧
困
」
と
い
う
論
文
を
寄
せ
て
、

低
金
利
政
策
の
有
効
性
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
「
利
子
率
が
き
わ
め
て
低
い
水
準
に
下
落
し
て
し
ま
い
、
こ
の

低
い
利
子
率
で
さ
え
、
こ
れ
以
上
資
本
財
を
生
産
す
る
に
値
い
し

な
い
よ
う
な
状
態
に
利
子
率
が
長
期
間
と
ど
ま
っ
て
い
る
場
含
に

は
、
私
も
消
費
を
増
や
す
方
向
に
む
け
て
の
抜
本
的
な
社
会
改
革

の
必
要
を
事
実
が
指
示
し
て
い
る
こ
と
に
同
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
そ
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
が
有
効
に
活
用
で
き
る
資
本
ス

ト
ヅ
ク
を
す
で
に
充
分
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
か
ら
で

あ
る
。
だ
が
こ
れ
ま
で
利
子
率
は
あ
ま
り
に
も
高
す
ぎ
て
、
充
分
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な
資
本
財
の
す
べ
て
を
所
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

に
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
必
要
な
住
宅
が
そ
う
で
あ
る
。
L

　
以
上
の
よ
う
に
、
ケ
イ
ン
ズ
の
場
合
に
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス

の
歴
史
的
状
況
か
ら
し
て
低
金
利
政
策
が
有
効
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
貨
幣
政
策
を
主
と
す
る
政
策
提
言
が
可
能
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
・
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
の
長
期

停
滞
観
か
ち
、
い
つ
し
か
ケ
イ
ン
ズ
自
身
の
政
策
ま
で
も
が
財
政

主
導
型
の
政
策
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て
き
た
。
ケ
イ
ン

ズ
主
義
イ
コ
ー
ル
財
政
主
義
は
誤
解
で
あ
り
、
む
し
ろ
ケ
イ
ン
ズ

主
義
イ
コ
ー
ル
貨
幣
主
義
だ
と
い
う
解
釈
の
方
が
む
し
ろ
正
し
い

と
い
う
主
張
が
、
最
近
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
・
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
達
に

よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
ヶ
イ
ン
ズ
全
集
の
編
集
者
モ
ー
グ
リ
ッ

ジ
は
こ
う
し
た
誤
解
を
嘆
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
長
い
間
ケ
イ
ン
ズ
革
命
は
貨
幣
政
策
が
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ

安
定
化
政
策
の
武
器
と
し
て
は
弱
い
も
の
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て

経
済
管
理
へ
の
解
答
の
中
心
は
財
政
々
策
に
あ
る
と
い
う
よ
う
に

思
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
少
く
と
も
革
命
の
著
者
に
と
っ
て
、
そ

れ
は
誤
解
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
最
近
行
な

　
　
　
　
＾
1
0
〕

わ
れ
て
い
る
。
」

　
こ
の
よ
う
な
試
み
の
一
つ
に
ヒ
ヅ
ク
ス
の
『
ケ
イ
ン
ズ
経
済
挙

の
危
機
』
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
ケ
イ
ン
ズ
主
義
が
マ
ネ
タ
リ
ス

ト
達
に
よ
っ
て
財
政
主
義
と
誤
解
さ
れ
て
き
た
事
情
が
次
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
「
結
局
の
と
こ
ろ
（
と
彼
ら
は
ケ
イ
ン
ズ
の
所
説
か
ら
結
論
す

る
の
だ
が
）
貨
幣
政
策
で
で
き
る
重
要
な
こ
と
は
何
も
な
い
の
だ
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
自
身
が
こ
の
よ
う
な
見
解
を
抱
い

て
い
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
ぼ
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
、
た
し
か
に
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
多
分
非
常
に
弱
い
意

味
に
お
い
て
だ
が
、
貨
幣
主
義
者
だ
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
貨
幣
に
つ
い
て
な
す
べ
き
こ
と
は
何
も
な

い
と
説
い
た
も
の
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
て
い
る
。
貨
幣
に
つ
い

て
な
す
べ
き
こ
と
が
何
も
な
い
と
す
れ
ぱ
、
雇
用
政
策
の
用
具
と

し
て
ー
あ
る
い
は
一
般
的
経
済
政
策
の
用
臭
と
し
て
ー
残
る

も
の
は
政
府
の
予
算
だ
け
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
主
義
が
、
実
際
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

財
政
主
義
に
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
て
な
の
で
あ
る
。
」

　
そ
こ
で
次
に
、
な
ぜ
ケ
イ
ン
ズ
は
貨
幣
政
策
を
主
と
し
な
が
ら

も
、
あ
え
て
従
と
し
て
の
補
完
的
な
財
政
々
策
を
主
張
し
た
の
か
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
間
題
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の

財
政
々
策
が
誘
い
水
政
策
か
あ
る
い
は
補
整
的
財
政
々
策
か
と
い

う
第
二
の
論
点
に
導
く
。

η6



（45）　ヶインズ主義の再検討

　
②
誘
い
水
政
策

　
ヶ
イ
ン
ズ
の
財
政
寺
策
が
誘
い
水
政
策
か
補
整
的
財
政
々
策
か

を
検
討
す
る
に
際
し
、
誘
い
水
と
補
整
各
々
の
意
味
を
明
確
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
補
整
的
財
政
々
策
を
は
じ
め

て
提
唱
し
た
ハ
ン
セ
ン
に
従
っ
て
、
二
つ
の
政
策
の
相
異
を
明
ら

か
に
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
誘
い
水
1
ー
パ
ン
プ
・
プ
ラ
ィ
ミ
ン
グ
と
は

次
の
事
を
意
味
し
て
い
る
。

　
「
誘
い
水
政
策
と
い
う
言
葉
は
次
の
よ
う
な
含
意
を
持
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
事
情
に
応
じ
て
変
化
す
る
公
共
資
金
放
出
の
あ

る
一
定
額
は
、
経
済
を
し
て
、
そ
れ
以
上
の
政
府
支
出
と
い
う
助

け
を
借
り
な
く
て
も
そ
れ
自
身
の
カ
で
資
源
の
金
的
利
用
の
方
向

へ
進
ん
で
ゆ
く
よ
う
に
仕
向
け
る
効
果
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
：
・
…

誘
い
水
政
策
は
右
に
の
べ
た
よ
う
な
厳
密
な
意
味
に
解
釈
す
る
な

ら
ぱ
、
経
済
社
会
が
順
当
に
機
能
し
て
、
不
況
期
か
ら
の
回
復
を

全
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
妨
げ
て
い
る
と
こ
ろ
の
一
時
的
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
£
）

調
整
に
た
い
す
る
一
療
法
と
し
て
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

　
右
の
よ
う
な
規
定
に
よ
れ
ぱ
、
誘
い
水
政
策
に
お
い
て
は
一
回

限
り
の
公
共
資
金
の
放
出
で
十
分
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
政
府
支

出
の
助
け
を
借
り
な
く
て
も
、
経
済
そ
れ
白
身
の
カ
で
資
源
の
全

的
な
利
用
の
方
向
へ
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
、
そ
う
い
う
自
動
的
な

回
復
カ
を
経
済
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

換
言
す
れ
ぱ
、
誘
い
水
政
策
で
は
人
間
が
本
来
備
え
て
い
る
病
気

か
ら
の
回
復
カ
を
引
き
出
す
こ
と
に
ね
ら
い
が
お
か
れ
て
い
る
。

た
だ
、
誘
い
水
と
言
っ
て
も
、
井
戸
の
ポ
ン
プ
に
水
を
一
杯
だ
け

入
れ
て
お
け
ぱ
あ
と
は
い
く
ら
で
も
水
が
出
る
と
い
う
よ
う
に
簡

単
な
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
誘
い
水
的
な
公
共
資
金
の
放

出
に
対
し
、
民
間
投
資
が
自
動
的
に
誘
発
さ
れ
る
の
を
た
だ
手
を

こ
ま
ね
い
て
跳
め
て
い
る
だ
け
で
は
だ
め
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

　
「
こ
れ
ら
の
投
資
可
能
性
は
、
数
多
く
の
小
胆
な
企
業
家
等
が

そ
の
あ
と
か
ら
つ
い
て
ゆ
き
得
る
よ
う
な
断
乎
と
し
た
カ
強
い
指

導
カ
を
期
待
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
ご
ろ
が
、

こ
の
よ
う
な
指
導
カ
は
種
々
の
理
由
に
よ
っ
て
民
間
企
業
家
か
ら

は
期
侍
で
き
ず
、
政
府
の
活
動
を
必
要
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
ぱ
あ
い
に
は
、
誘
い
水
政
策
が
非
常
に
効
果
的
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
這
）

の
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
に
た
と
え
誘
い
水
で
あ
っ
て
も
、
民
間
経
済
に
対
す

る
国
家
の
指
導
、
助
言
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意

せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
政
府
活
動
の
一
つ
と
し
て
ケ
イ
ン

ズ
が
提
唱
し
た
の
が
、
誘
い
水
政
策
の
補
助
的
手
段
と
し
て
の
長

期
金
利
の
引
下
げ
で
あ
り
、
低
金
利
政
策
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
の

7η
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構
想
は
、
一
方
に
お
け
る
公
債
支
出
に
伴
う
景
気
拡
大
と
資
本
の

隈
界
効
率
の
上
昇
と
、
他
方
に
お
け
る
低
金
利
と
に
よ
っ
て
民
間

投
資
を
刺
戟
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
繁
栄
へ
の

途
』
に
お
い
て
、
ご
の
構
想
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
「
し
か
し
、
公
償
支
出
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
仕
事
に
は
、
い

く
つ
か
の
予
備
段
階
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
ど
れ

か
一
つ
に
支
障
を
き
た
せ
ぱ
、
わ
れ
わ
れ
は
目
的
を
達
成
す
る
こ

と
・
が
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
第
一
に
必
要
な
こ
と
は
、

銀
行
信
用
が
低
廉
で
豊
富
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
…
…
し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
第
一
段
階
に
す
ぎ
な
い
。

…
…
し
た
が
っ
て
、
長
期
利
子
率
が
、
か
な
り
健
全
な
借
手
の
す

べ
て
に
と
っ
て
低
率
で
あ
る
と
い
う
、
第
二
段
階
が
成
立
し
て
い

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
段
階
に
達
す
る
に
は
、
中
央
銀
行
に

よ
る
公
開
市
場
操
作
、
大
蔵
省
に
よ
る
時
宜
を
得
た
公
債
借
換
え

計
画
、
さ
ら
に
世
論
や
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
、

予
算
政
策
に
よ
る
財
政
上
の
信
頼
の
回
復
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
形

を
と
っ
た
方
策
を
、
政
府
や
中
央
銀
行
が
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が

　
　
　
　
＾
μ
）

必
要
で
あ
る
。
」

　
で
は
補
整
的
財
政
々
策
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
再
び
ハ
ン
セ
ン
の
規
定
に
従
う
こ
と
と
し
よ
う
。

　
「
後
者
（
補
整
）
は
、
経
済
制
度
が
そ
れ
自
身
の
惰
性
で
も
っ

て
進
ん
で
ゆ
く
よ
う
に
策
を
ほ
ど
こ
す
、
と
い
う
よ
う
な
内
容
を

も
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ぱ
こ
の
補
整
と
い
う
概

念
は
単
に
、
公
共
投
資
が
民
間
投
資
の
減
退
を
補
整
す
る
よ
う
に

利
用
さ
れ
得
る
、
と
い
う
合
意
を
も
つ
だ
け
で
あ
る
。
、
つ
ま

り
補
整
的
な
支
出
と
い
う
吻
は
、
民
間
投
資
が
不
十
分
な
の
に
た

い
し
て
い
く
ら
か
の
補
整
を
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る

　
　
＾
旭
〕

の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
に
補
整
の
場
合
に
は
、
経
済
の
潜
在
的
な
自
偉
回
復

カ
に
全
く
望
み
を
か
け
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
誘
い
水
の
場

合
に
は
、
基
本
的
に
は
そ
れ
以
上
の
政
府
支
出
と
い
う
助
け
を
借

り
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
自
身
の
カ
で
資
源
の
完
全
利
用
の
方
向
に

向
か
っ
て
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
実

に
い
ず
れ
の
政
策
を
採
る
か
、
誘
い
水
か
補
整
か
と
い
う
こ
と
は
、

経
済
が
不
治
の
病
に
陥
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
、
換
言

す
れ
ぱ
長
期
停
滞
の
局
面
に
経
済
が
あ
る
か
ど
う
か
の
状
況
判
断

に
よ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
ケ
イ
ン
ズ
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ケ
イ
ン
ジ

ァ
ン
達
と
は
異
な
り
、
一
九
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
さ

え
、
過
剰
投
資
は
存
在
せ
ず
、
長
期
停
滞
の
局
面
に
は
な
い
と
判

断
し
て
い
た
。
『
一
殻
理
論
』
で
彼
は
次
の
よ
う
に
当
時
の
ア
メ

η8



（47）　ケインズ主義の再検討

リ
カ
の
経
済
状
勢
を
診
断
し
て
い
る
。

　
「
戦
時
申
を
除
け
ぱ
、
わ
れ
わ
れ
が
最
近
完
全
雇
用
を
も
た
ら

す
ほ
ど
強
カ
な
好
況
を
経
験
し
た
か
ど
う
か
疑
間
で
あ
る
。
合
衆

国
に
お
い
て
は
、
雇
用
は
一
九
二
八
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
正

常
な
基
準
か
ら
見
て
き
わ
め
て
満
足
な
も
の
で
あ
っ
た
。
…
・
：
い

く
つ
か
の
ボ
ト
ル
ネ
ヅ
ク
に
は
到
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、
全
体

と
し
て
の
産
出
量
は
な
お
い
っ
そ
う
の
拡
大
が
可
能
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
住
宅
が
量
質
と
も
に
す
ぐ
れ
、
す
べ
て
の
人
々
が
完
全
雇

用
の
仮
定
の
も
と
で
、
住
宅
の
存
続
期
間
を
通
じ
て
利
子
を
ま
っ

た
く
合
ま
ず
、
わ
ず
か
に
取
得
原
価
を
償
う
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な

家
賃
で
、
彼
ら
の
欲
す
る
す
べ
て
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
意
味
で
の
過
剰
投
資
は
な
か
っ
た
。
－
…
事
実
は
ま
っ
た

く
逆
で
あ
っ
た
。
一
九
二
九
年
の
合
衆
国
に
厳
密
な
意
味
で
の
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
拓
〕

剰
投
費
が
存
在
し
て
い
た
と
主
張
す
る
こ
と
は
馬
鹿
げ
て
い
る
。
」

　
む
し
ろ
ケ
イ
ン
ズ
は
一
九
二
九
年
の
恐
慌
は
、
そ
れ
以
前
の
投

機
熱
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
と
っ
た
連
邦
準
備
銀
行
の
高
金
利
政

策
が
原
因
で
あ
り
、
金
融
政
策
の
ミ
ス
に
よ
る
も
の
と
診
断
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
「
し
か
し
な
が
ら
崩
壊
に
先
立
っ
て
、
連
邦
準
備
制
度
は
、
投

機
的
な
群
集
の
熱
狂
を
規
制
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
た
め
の
努

力
を
通
じ
て
含
衆
国
で
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
高
い
利
子
率

は
、
急
速
な
崩
壊
を
も
た
ら
す
う
え
で
、
基
本
的
な
役
割
を
演
じ

＾
〃
）

た
。
L

　
ケ
イ
ン
ズ
の
政
策
が
誘
い
水
で
あ
っ
た
の
は
・
民
間
投
資
機
会

の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

ハ
ン
セ
ン
が
補
整
的
財
政
々
策
を
墾
言
し
た
の
は
、
民
間
投
資
の

可
能
性
に
つ
い
て
ケ
ィ
ン
ズ
と
逆
の
判
断
を
し
た
か
ら
に
外
な
ら

な
い
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
判
断
の
違
い
は
、
単
な
る
状
況
判
断
の

相
異
と
し
て
簡
単
に
片
づ
け
て
し
ま
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
と

言
う
の
は
、
補
整
の
場
合
に
は
誘
い
水
と
異
な
り
、
一
方
に
お
い

て
赤
字
財
政
を
慢
性
化
す
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
民
間
経

済
に
自
動
回
復
カ
が
あ
る
局
面
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
な
ら
ぱ
イ

ン
フ
レ
に
導
く
危
険
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
戦
後
の
経
済
政
策
に

お
い
て
誘
い
水
と
補
整
と
を
混
同
し
た
こ
と
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
政

策
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　
「
事
実
彼
は
公
共
投
資
を
誘
い
水
と
し
て
の
み
唱
導
し
た
の
で

あ
り
、
完
全
雇
用
へ
の
反
循
環
的
な
景
気
安
定
化
の
武
器
と
し
て

で
は
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
戦
後
期
に
お
け
る
経
済
間
題
に
対

す
る
万
能
薬
と
し
て
、
総
需
要
の
管
理
に
過
度
に
訴
え
て
き
た
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
）

任
を
ケ
イ
ン
ズ
に
帰
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
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㈹
投
資
の
社
会
化

　
最
後
に
ヶ
イ
ン
ズ
の
経
済
政
策
の
第
三
点
の
検
討
に
進
も
う
。

そ
れ
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
財
政
々
策
が
誘
い
水
政
策
を
別
と
す
れ
ぱ
、

財
政
々
策
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
投
資
の
社
会
化
で
あ
り
、
経
済

の
計
画
化
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ケ
イ
ン
ズ
の
言
う
投
資
の
杜
会
化
と
は
、
経
済
状
況
に
関
す
る

情
報
の
不
足
に
由
来
す
る
無
知
と
か
、
不
確
実
性
・
危
険
を
で
き

る
か
ぎ
り
な
く
し
、
貯
蓄
を
投
質
に
有
効
に
縞
ぴ
つ
け
る
た
め
の

方
策
で
あ
っ
た
。
ヶ
イ
ン
ズ
は
長
期
停
滞
で
も
な
い
の
に
投
資
が

な
さ
れ
な
い
の
は
、
投
資
機
会
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
い
て
、

そ
の
た
め
に
実
際
に
は
高
い
筈
の
資
本
の
隈
界
効
率
が
不
当
に
低

く
評
価
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
う
し

た
情
報
不
足
を
補
う
も
の
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
の
が
、
国
家
投
資

委
員
会
－
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
・
ボ
ー
ド
ー
で
あ
る
。
こ

の
国
家
投
資
委
員
会
の
役
割
は
、
第
一
に
、
「
必
要
と
あ
れ
ぱ
法

偉
に
訴
え
て
も
、
知
る
に
値
す
る
全
て
の
企
業
実
態
を
全
面
的
に

公
表
す
る
こ
と
を
ふ
く
め
て
、
事
業
状
況
に
関
す
る
情
報
を
大
規

模
に
収
集
し
普
及
さ
せ
る
こ
と
」
に
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
私
的
企
業
内
部
の
複
雑
な
多
く
の
諸
事
情
に
つ

い
て
、
何
等
か
の
適
切
な
実
行
機
関
を
介
し
て
、
指
導
的
な
情
報

活
動
が
展
開
で
き
る
L
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
情
報
収

集
と
情
報
提
供
を
し
た
う
え
で
、
第
二
の
役
割
と
し
て
、
「
社
会

全
体
と
し
て
の
望
ま
し
い
貯
蓄
の
規
模
の
決
定
と
か
、
あ
る
い
は

現
存
の
投
資
市
場
組
織
が
、
貯
蓄
を
国
民
的
に
み
て
最
も
生
産
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

な
径
路
に
配
分
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
」
を
国
家
投
資
委
員

会
が
行
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ケ
イ
ン
ズ
は
経
済
の
計
画
化
を
提
唱
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
計
画
経
済
へ
の
移
行
す
な
わ
ち
社
会
主
義
化

と
は
異
な
る
。
む
し
ろ
今
日
我
が
国
で
行
っ
て
い
る
通
産
省
の
行

政
指
導
に
近
い
も
の
を
考
え
た
方
が
良
い
。
ケ
イ
ン
ズ
の
高
弟
の

一
人
で
あ
る
ニ
コ
ラ
ス
・
カ
ル
ド
ア
は
「
五
十
年
後
の
ケ
イ
ン
ズ

経
済
学
」
に
お
い
て
、
ヶ
イ
ン
ズ
の
こ
の
投
資
の
社
会
化
の
構
想

を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
高
度
の
輸

出
潜
在
カ
や
技
術
的
潜
在
カ
を
も
っ
た
産
業
に
対
す
る
「
裁
量
的

な
奨
励
」
（
ま
夢
宵
算
㊦
昌
8
胃
晶
Φ
昌
O
巨
O
＝
邑
畠
ま
窃
）
L
で

あ
り
、
第
二
が
、
「
民
間
投
資
の
積
極
的
な
指
導
と
誘
導
（
勺
昌
2

o
｛
勺
o
巴
ま
く
o
σ
q
自
己
彗
8
臼
目
ρ
畠
H
雪
匡
o
目
o
｛
零
～
算
o
巨
く
g
汁
－

冒
彗
け
）
で
あ
り
、
そ
し
て
第
三
が
「
行
政
指
導
」
（
邑
巨
巨
津
量
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

ま
く
⑰
o
目
目
巳
閏
■
8
）
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
投
資
の
社
会
化
構
想
と
関
連
し
て
注
意
し
て
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お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
従
来
、
ケ
イ
ン
ズ
の
財
政
々
策

は
単
な
る
景
気
安
定
化
政
策
で
あ
り
総
需
要
管
理
政
策
で
あ
っ
て
、

資
源
配
分
の
適
正
化
と
か
産
業
構
造
の
合
理
化
は
一
切
間
わ
な
い

も
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
擬
間
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ

の
言
う
投
資
の
社
会
化
は
、
む
し
ろ
貯
蓄
を
国
民
的
に
み
て
、
最

も
生
産
的
な
径
路
に
配
分
す
る
た
め
に
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

、
ミ
ク
ロ
的
な
視
点
を
ふ
く
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
「
ロ
イ

ド
．
ジ
目
ー
ジ
は
そ
れ
を
な
し
う
る
か
」
に
お
い
て
、
経
済
計
画

の
重
点
を
次
の
よ
う
な
産
業
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
計
画
の
概
略
は
、
以

前
に
公
刊
さ
れ
た
自
由
党
の
出
版
物
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

重
要
さ
の
順
序
で
第
一
位
に
く
る
の
は
、
電
話
の
拡
張
と
電
カ
の

開
発
と
下
水
施
設
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
っ
て
一
五
万
人

の
男
女
の
労
働
者
を
雇
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
と
推
計
さ
れ
て
い

る
o　

個
々
に
み
れ
ぱ
小
規
模
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
み
る

と
強
い
印
象
を
与
え
る
こ
の
よ
う
な
種
々
雑
多
な
計
画
群
に
、
わ

れ
わ
れ
は
大
い
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
前

の
部
分
で
、
民
間
企
業
を
援
助
す
る
た
め
の
流
通
施
設
法
の
拡
張

に
言
及
し
て
お
い
た
。

　
明
ら
か
に
、
き
わ
め
て
広
範
囲
に
お
よ
ぷ
戦
線
－
道
路
、
住
宅

建
設
、
電
気
、
電
話
に
劣
ら
ず
鉄
道
や
ド
ヅ
ク
や
港
ー
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刎
〕

開
発
お
よ
び
改
造
事
業
の
推
進
に
努
力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
L

　
以
上
の
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
来
の
ケ
イ
ン
ズ
政
策
は
一
般
に

理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

そ
の
理
由
は
、
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
が
ア
メ
リ
カ
に
輸
入
さ
れ
、
ア

メ
リ
カ
・
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
の
手
で
ア
メ
リ
カ
化
さ
れ
、
そ
れ
が
日

本
を
ふ
く
め
世
界
の
国
々
へ
再
輸
出
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ケ
イ
ン

ズ
主
義
の
再
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
よ
う
。

一
一
一
　
ケ
イ
ン
ズ
主
義
の
内
容

　
ω
思
想
上
の
ケ
イ
ン
ズ
主
義

　
ケ
イ
ン
ズ
主
義
の
最
大
の
特
徴
は
、
思
想
面
で
言
え
ぱ
新
自
由

主
義
1
ー
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
な
い
し
自
由
社
会
主
義
で
あ
る
。

ケ
イ
ン
ズ
は
彼
の
政
治
的
信
条
を
、
一
九
三
九
年
一
月
に
「
ニ
ュ

ー
・
ス
テ
イ
ツ
マ
ン
・
ア
ン
ド
・
ネ
イ
シ
目
ン
」
誌
上
で
表
明
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ぱ
自
由
社
会
主
義
と
は
次
の
よ
う
な
体

制
を
意
味
し
て
い
た
。

　
「
間
題
は
我
々
が
一
九
世
紀
の
自
由
放
任
国
家
か
ら
脱
け
出
し
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て
、
自
由
社
会
主
義
の
時
代
に
移
行
す
る
用
意
が
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
が
意
味
す
る
自
由
社
会
主
義
と
は
、
我

々
が
共
通
の
目
的
の
た
め
に
社
会
的
経
済
的
正
義
を
促
進
す
る
た

め
に
組
織
さ
れ
た
社
会
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど

も
、
他
方
、
、
個
人
－
彼
の
選
択
の
自
由
、
彼
の
信
仰
、
彼
の
精

神
と
そ
の
表
現
並
ぴ
に
彼
の
企
業
と
彼
の
財
産
ー
を
尊
重
し
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
〕

護
す
る
よ
う
な
体
制
の
こ
と
で
あ
る
。
」

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
「
組
織
さ
れ
た
社
会
と
し
て
行
動
す
る
」

と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
自
由
放
任
へ
の
懐
疑
で
あ
る
。
ケ
イ
ン

ズ
が
自
由
放
任
か
ら
訣
別
し
よ
う
と
し
た
理
由
は
、
「
自
由
放
任

の
終
焉
」
と
い
う
バ
ン
フ
レ
ソ
ト
に
詳
細
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
な
か
で
彼
は
、
か
つ
て
マ
ー
シ
ャ
ル
が
理
想
と
し
た
「
産
業

の
指
擬
者
1
－
キ
ャ
プ
テ
ン
・
オ
ブ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
」
を
今
や

色
あ
せ
た
偶
像
と
し
て
し
り
ぞ
け
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
マ

ー
シ
ャ
ル
は
、
産
業
の
指
揮
者
は
自
ら
に
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て

社
会
に
も
奉
仕
で
き
る
と
し
、
私
的
利
益
と
社
会
的
利
益
と
が
一

致
す
る
と
い
う
楽
観
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
今
日
の
資
本
主
義

経
済
で
は
そ
の
よ
う
な
功
利
主
義
的
な
哲
学
は
成
り
立
た
な
い
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
世
界
は
私
的
利
益
と
杜
会
的
利
益
と
が
常
に
一
致
す
る
よ
う

に
天
上
か
ら
統
治
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
世
界
は
現
実
の

上
で
も
両
者
が
一
致
す
る
よ
う
に
こ
の
地
上
で
管
理
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
。
啓
発
さ
れ
た
利
己
心
は
常
に
社
会
全
体
の
利
益

に
な
る
よ
う
働
く
、
と
い
う
の
は
経
済
学
原
理
か
ら
の
正
確
な
演

　
　
　
　
＾
鴉
）

縄
で
は
な
い
。
L

　
で
は
な
ぜ
社
会
的
利
益
が
私
的
利
益
の
追
求
に
よ
っ
て
は
達
成

で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
ケ
イ
ン
ズ
は
次
の
よ
う

に
の
べ
て
い
る
。

　
「
現
在
に
お
け
る
最
大
の
災
厄
は
、
危
険
と
不
確
実
性
と
無
知

に
原
因
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
…
…
こ
れ
ら
の
諸
原
因
が
も
と
に

な
っ
て
労
働
者
の
失
業
、
な
い
し
合
理
的
な
事
業
期
待
の
破
綻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茅
）

能
率
と
生
産
の
減
退
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
」

　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
挙
で
は
、
将
来
に
関
す
る
完
全

知
識
、
完
全
予
見
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
私
的
利
益
と
社
会
的

利
益
の
一
致
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
こ
そ
問
題
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
二
つ
の
利
益
を
調
和
さ
せ
る
た
め
に
提
案
さ

れ
た
の
が
投
資
の
社
会
化
で
あ
り
、
自
由
社
会
主
義
へ
の
体
制
移

行
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
自
由
社
会
主
義
の
思
想
は
、
し
か
し

な
が
ら
現
在
、
新
古
典
派
の
復
活
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
擾
頭
に
よ

っ
て
自
由
放
任
の
思
想
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
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思
想
上
の
ケ
イ
ン
ズ
主
義
と
マ
ネ
タ
リ
ズ
と
の
相
異
点
は
、
モ
ー

グ
リ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
明
確
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
よ
り
よ
い
言
葉
が
な
い
け
れ
ど
も
、
ケ
イ
ン
ズ
は
最
も
初
期

の
新
自
由
主
義
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
の
認
め
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
ケ
イ
ン
ズ
は
政
治
社
会
思
想
史
の
幅
広
い
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
の
中
で
自
由
社
会
主
義
の
端
に
位
置
し
、
反
対
の
端
に
は
ミ

ー
ゼ
ス
、
ハ
イ
ユ
ク
、
そ
の
後
継
者
で
あ
る
ミ
ル
ト
ン
・
7
リ
ー

ド
マ
ン
が
位
置
を
し
て
い
る
。
最
初
か
ら
ケ
イ
ン
ズ
は
教
条
主
義

的
な
形
態
の
自
由
放
任
に
反
対
で
あ
っ
た
。
最
初
か
ら
彼
は
他
の

人
々
が
自
然
的
で
か
つ
自
動
的
と
見
傲
し
た
経
済
秩
序
の
本
質
的

な
脆
弱
性
を
強
調
し
、
意
識
的
な
管
理
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い

　
　
　
＾
鴉
〕

た
の
で
あ
る
。
」

　
ケ
イ
ン
ズ
の
恩
想
と
反
対
の
極
に
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
7
リ
ー
ド

マ
ン
が
位
置
し
て
い
る
が
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
思
想
上
の
ル
ー
ツ

は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
は

そ
の
源
流
を
ス
、
ミ
ス
主
義
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、

『
幻
想
の
ヶ
イ
ン
ズ
主
義
』
の
著
者
加
藤
氏
は
、
ヶ
イ
ン
ズ
主
義

を
ス
ミ
ス
主
義
と
対
決
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
の
第
一
の
、
そ
し
て
基
本
的
な
内
容
は
、
現

代
の
市
場
経
済
は
総
需
要
の
面
で
政
府
が
適
当
に
補
強
し
な
い
か

ぎ
り
、
犬
量
の
非
自
発
的
失
業
を
か
か
え
た
ま
ま
一
種
の
長
期
均

衡
状
態
に
陥
る
傾
向
が
あ
る
、
と
い
う
失
業
均
衡
ま
た
は
長
期
停

滞
の
ヴ
ィ
ジ
冨
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
市
場
経
済
に
は
、
な
ん
ら
か

の
授
乱
に
よ
っ
て
失
業
が
発
生
し
た
場
合
、
経
済
秩
序
と
自
由
競

争
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
調
整
作
用

に
よ
っ
て
自
動
的
に
完
全
雇
用
を
達
成
す
る
傾
向
が
あ
る
、
と
い

う
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
来
の
伝
統
的
な
古
典
派
経
済
学
の
自
動
調

整
の
ヴ
イ
ジ
目
ン
（
ス
ミ
ス
主
義
）
の
基
本
的
内
容
と
真
ウ
向
か

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
L

　
そ
こ
で
、
ス
ミ
ス
の
『
国
窟
論
』
に
立
ち
戻
っ
て
ス
ミ
ス
主
義

の
内
容
と
そ
の
前
提
を
吟
味
し
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
と
の
相
異
を
明

ら
か
に
し
よ
う
。
『
国
富
論
』
に
お
い
て
ス
ミ
ス
主
義
が
最
も
鮮

明
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
同
書
第
四
篇
第
三
章
で
あ
る
。
こ

の
章
で
は
重
薇
主
義
的
な
保
護
貿
易
批
判
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
．

こ
こ
に
例
の
有
名
な
「
見
え
ざ
る
手
」
が
出
て
来
る
。
し
か
も
こ

の
言
葉
は
、
『
国
宮
論
』
で
は
こ
の
第
三
章
一
個
所
に
隈
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
個
人
は
、
自
分
の
資
本
を
国
内
の
勤
労
の
維
持
に

使
用
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
の
生
産
物
が
最
大
隈
に

多
く
の
価
値
を
も
ち
う
る
よ
う
に
こ
の
勤
労
を
方
向
づ
け
る
こ
と
、
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こ
の
双
方
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
努
カ
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ

ら
ゆ
る
個
人
は
、
必
然
的
に
、
こ
の
社
会
の
年
々
の
生
産
物
を
で

き
る
だ
け
多
く
し
よ
う
と
骨
お
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
通
例
か
れ
は
、
公
共
の
利
益
を
促
進
し
よ
う
と
意

図
し
て
も
い
な
い
し
、
自
分
が
そ
れ
を
ど
れ
だ
け
促
進
し
つ
つ
あ

る
の
か
を
知
っ
て
も
い
な
い
。
外
国
の
勤
労
の
維
持
よ
り
も
国
内

の
勤
労
の
そ
れ
を
好
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
．
か
れ
は
た
だ
自
分
の
安

金
だ
け
を
意
図
す
る
に
す
ぎ
ぬ
し
、
ま
た
、
そ
の
生
産
物
が
最
犬

の
価
値
を
も
ち
う
る
よ
う
な
し
か
た
で
こ
の
勤
労
を
方
向
づ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
か
れ
は
た
だ
自
分
の
利
得
だ
け
を
意
図
す
る
に

す
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
か
れ
は
、
こ
の
ぱ
あ
い
で
も
、
他

の
多
く
の
ぱ
あ
い
と
同
じ
よ
う
に
、
見
え
な
い
手
に
導
か
れ
、
自

分
が
意
図
し
て
も
み
な
か
っ
た
目
的
を
促
進
す
る
よ
う
に
な
る
の

　
　
＾
η
）

で
あ
る
。
L

　
以
上
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
は
、
資
本
の
利
用
を
生
産
者
個
々
人
の

自
主
的
な
判
断
に
委
ぬ
る
こ
と
が
、
社
会
の
生
産
物
の
最
大
化
に

つ
な
が
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　
だ
が
重
要
な
の
は
こ
の
よ
う
な
楽
観
論
が
成
り
立
つ
た
め
の
前

提
条
件
で
あ
る
。
こ
の
前
提
は
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
個
人
は
、
自
分
の
立
場
が
局
隈
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
だ
け
に
、
自
分
の
資
本
は
ど
う
い
う
種
類
の
国
内
の
勤
労
を
雇

用
し
う
る
と
か
、
ま
た
そ
の
う
ち
の
ど
の
生
産
物
の
価
値
が
最
大

の
も
の
に
な
り
そ
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
政

治
家
ま
た
は
立
法
者
な
ど
が
こ
の
個
人
の
た
め
に
な
し
う
る
よ
り

も
は
る
か
に
よ
く
判
断
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
明
白

　
＾
㎎
〕

で
あ
る
。
L

　
ス
ミ
ス
が
前
提
と
し
て
い
る
個
人
は
、
ケ
イ
ン
ズ
が
前
提
と
し

て
い
る
不
確
実
性
と
か
無
知
と
か
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
個
人

と
は
ち
が
い
、
ど
の
よ
う
な
政
治
家
、
立
法
者
よ
り
も
は
る
か
に

資
本
の
用
途
に
つ
い
て
は
よ
く
知
っ
て
い
て
自
ら
判
断
で
き
る
全

知
金
能
の
個
人
な
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
ミ
ス
の
前
提
は
、
今
日
の

マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
言
葉
で
言
え
ぱ
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
主
体
が
合
理

的
に
期
待
を
形
成
で
き
る
の
だ
と
い
う
合
理
的
期
待
に
関
す
る
哲

挙
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
こ
そ
実
は
、
ヶ
イ
ン
ジ
ァ
ン
と
マ
ネ
タ
リ

ス
ト
と
の
恩
想
上
の
根
本
的
な
相
異
が
あ
る
。
た
だ
、
ス
、
・
・
ス
の

「
見
え
ざ
る
手
」
や
、
「
合
理
的
個
人
」
の
主
張
は
、
重
商
主
義
的

な
国
家
の
干
渉
に
よ
る
保
護
貿
易
批
判
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
失
業
間
題
の
解
決
に
対
す
る
国
家
の
経
済
管
理
を
批
判

し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
今
日
の
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
は
本
来
の
ス
ミ
ス
主
義
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を
国
内
経
済
に
お
け
る
雇
用
問
題
に
拡
張
解
釈
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

　
ω
経
済
政
策
上
の
ケ
イ
ン
ズ
主
義

　
ケ
イ
ン
ズ
の
高
弟
の
一
人
、
サ
ー
・
ロ
イ
・
ハ
ロ
ッ
ド
は
一
九

六
三
年
、
「
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
」
誌
に
「
我
々
は
皆
今
日
、
本
当

に
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
な
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
論
文
を
寄
せ
、
ケ

イ
ン
ズ
の
経
済
政
策
が
誤
解
さ
れ
て
ケ
イ
ン
ズ
の
言
っ
た
こ
と
と

は
無
関
係
な
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
そ

こ
で
最
後
に
こ
の
論
文
を
基
に
経
済
政
策
上
の
ケ
イ
ン
ズ
主
義
を

要
約
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
彼
が
指
摘
す
る
ケ
イ
ン
ズ
政
策
と
は

　
　
　
＾
2
9
）

次
の
四
点
で
あ
る
。

　
一
・
十
分
な
投
資
と
発
展
の
確
保
に
基
本
的
に
重
要
な
の
は
低

金
利
で
あ
る
。

　
二
、
低
金
利
は
し
か
し
な
が
ら
、
し
ぱ
し
ぱ
赤
字
予
算
に
よ
っ

て
補
完
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
三
、
国
際
均
衡
の
た
め
に
国
内
均
衡
を
犠
牲
に
し
て
は
な
ら
な

い
。

　
四
、
犬
事
な
の
は
国
際
流
動
性
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
本
稿
と
の
関
係
に
お
い
て
最
初
の
二
点
に
の
み
注
目

す
る
。
第
一
の
点
に
関
し
て
ハ
ロ
ヅ
ド
は
、
「
ケ
イ
ン
ズ
は
常
に

最
大
の
重
要
性
を
低
利
子
率
に
お
い
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と

を
止
む
な
く
説
い
て
ま
わ
っ
た
。
不
完
全
雇
用
に
も
か
か
わ
ら
ず

高
利
子
率
を
黙
認
す
る
と
す
れ
ぱ
、
ど
う
し
て
我
々
は
今
日
皆
ケ

イ
ン
ジ
ァ
ン
で
あ
る
な
ど
と
主
張
で
き
よ
う
か
」
と
批
判
す
る
。

と
い
う
の
は
、
ハ
ロ
ヅ
ド
が
こ
の
論
文
を
執
筆
し
て
い
た
当
時
の

イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
不
完
全
雇
用
で
あ
ウ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
利
子
率
が
高
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
に
関

し
て
は
、
コ
ン
ソ
ル
公
債
の
利
子
率
は
第
二
次
大
戦
前
の
三
二
％

に
比
べ
て
、
一
九
六
三
年
に
は
五
・
四
％
と
戦
前
よ
り
七
四
％
も

高
い
水
準
に
あ
っ
た
し
、
次
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
三
年
か
ら
五
年

も
の
の
合
衆
国
償
券
の
利
回
り
が
戦
前
の
一
・
ニ
ハ
％
に
対
し
て
、

一
九
六
二
年
に
は
三
・
五
九
％
と
戦
前
の
三
倍
以
上
の
水
準
に
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
事
実
を
ふ
ま
え
、
ハ
ロ
ヅ
ド
は
「
ケ
イ
ン
ズ
が

最
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
た
事
柄
に
関
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
両
国
は
ま
っ
た
く
反
ケ
イ
ン
ズ
的
で
あ
る
」
と
き
め
つ
け

て
い
る
。
し
か
し
低
金
利
政
策
が
完
全
雇
用
の
た
め
に
最
も
重
要

で
あ
る
こ
と
は
、
ヒ
ヅ
ク
ス
の
ケ
イ
ン
ズ
解
釈
で
も
同
じ
で
あ
る
。

　
「
必
要
な
事
は
投
資
水
準
全
体
が
何
年
も
の
間
に
わ
た
っ
て
引

上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
貨
幣
政
策
が
こ
の
よ
う
な
永
続
的
効

果
を
持
つ
た
め
に
は
、
様
々
な
利
子
率
の
金
体
が
引
下
げ
ら
れ
、
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そ
の
低
い
水
準
に
止
ま
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

な
利
子
率
の
下
落
は
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る
下
落
を
意
味
す
・

る
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
の
解
釈
こ
そ
が
『
一
般
理
論
』
に
お
け
る

ケ
イ
ン
ズ
の
考
え
方
の
一
般
的
な
道
筋
に
最
も
適
合
し
た
も
の
と

　
　
　
　
＾
3
0
）

信
じ
て
い
る
。
L

　
次
に
第
二
の
財
政
々
策
に
つ
い
て
は
、
・
ハ
ロ
ヅ
ド
は
低
金
利
政

策
を
主
と
し
、
赤
字
予
算
を
従
と
す
る
の
が
ケ
イ
ン
ズ
政
策
だ
と

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
ケ
イ
ン
ズ
の

財
政
々
策
が
誘
い
水
で
あ
っ
て
究
極
的
に
は
民
間
投
資
を
喚
起
す

．
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
も
ケ
イ
ン

ズ
は
財
政
々
策
の
発
動
そ
の
も
の
に
関
し
て
極
め
て
慎
重
で
あ
っ

た
。
『
一
般
理
論
』
を
出
版
し
た
翌
年
、
彼
は
「
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
」

に
「
ス
ラ
ン
プ
を
如
何
に
回
避
す
べ
き
か
」
と
い
う
論
文
を
寄
せ
、

こ
の
印
で
、
「
一
〇
％
以
下
の
失
業
率
の
下
で
は
、
今
日
我
々
が

必
要
と
す
る
の
は
よ
り
大
き
な
総
需
要
で
は
な
く
し
て
、
適
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盆
）

配
分
さ
れ
た
総
需
要
で
あ
る
」
と
い
う
主
旨
の
菱
言
を
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
資
源
配
分
の
適
正
化
の
方
が
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

は
重
要
で
あ
り
、
財
政
々
策
は
不
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
・
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
の
一
人
で
あ
る
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
斥

ー
ガ
ン
は
こ
の
点
に
関
し
、
「
こ
の
論
文
は
非
自
発
的
失
業
に
対

す
る
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
の
処
方
菱
が
、
ケ
イ
ン
ズ
の
名
に
お
い
て
採

用
さ
れ
て
き
た
も
の
と
は
大
幅
に
異
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
る
L
と
の
べ
、
ケ
イ
ン
ズ
の
こ
の
発
言
の
も
つ
意
味
の
重
要
性

を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
こ
と
の
意
義
は
ケ
イ
ン
ズ
が
フ
ィ
ス
カ
リ
ス
ト
で
は
な

く
、
い
っ
た
ん
経
済
が
一
〇
％
以
下
の
失
業
率
に
達
し
た
な
ら
ぱ
、

総
需
要
の
管
理
に
訴
え
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

主
張
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
彼
は
、
公
共
投
資
を
誘
い

水
と
し
て
の
み
提
唱
し
た
の
で
あ
っ
て
、
完
全
雇
用
の
た
め
の
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
初
）

循
環
的
な
景
気
安
定
化
政
策
の
武
器
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
。
」

　
以
上
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
ケ
イ
ン
ジ

ァ
ン
と
ア
メ
リ
カ
・
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
と
で
は
政
策
面
で
ケ
イ
ン
ズ

理
解
に
大
き
な
ち
が
い
が
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
に
対
す
る
誤
解
に
基

づ
い
て
ケ
イ
ン
ズ
政
策
を
批
判
し
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
か
ら
ス
ミ
ス

主
義
へ
の
転
換
を
図
ろ
う
と
す
る
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
に
対
し
て
は
、
．

ケ
イ
ン
ズ
主
義
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
図
を
未

然
に
防
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
P
・
A
・
サ
ミ
エ
ル
ソ
ン
「
ケ
イ
ン
ズ
の
遺
産
活
用
を
」
『
日

　
　
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
三
年
六
月
三
目
。
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（
2
）
　
加
藤
寛
孝
『
幻
想
の
ケ
イ
ン
ズ
主
義
』
目
本
経
済
新
聞
准
、
昭

　
和
六
一
年
、
二
六
一
頁
。

（
3
）
J
・
M
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
、
R
・
E
・
ワ
グ
ナ
ー
、
深
沢
・
菊
地

　
訳
『
赤
字
財
政
の
政
治
経
済
学
』
文
眞
堂
・
昭
和
五
三
年
、
二
七
～

　
八
頁
。

（
4
）
　
ケ
イ
ン
ズ
政
策
の
歴
史
的
回
顧
に
あ
た
o
て
は
、
ア
メ
リ
カ
、

　
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
次
の
二
著
を
用
い
た
。

　
　
U
嘗
く
5
o
冨
彗
串
ミ
臼
｝
葭
自
o
ρ
声
ω
宇
印
き
旨
彗
8
0
8
自
o
昌
山
鶉

　
H
｝
o
o
～
印
自
o
弔
o
冒
｝
ぎ
艘
o
d
l
〆
．
一
峯
胃
匡
目
射
〇
一
〕
o
津
餉
o
目
j

　
H
り
o
o
ω
－

　
　
射
O
窒
－
ぎ
O
■
O
く
8
ざ
串
自
O
＞
一
〇
呂
串
目
ま
『
肉
O
σ
昌
閏
自
P
旨
害
8
－

　
o
8
竃
邑
畠
－
＞
自
H
鼻
『
o
穿
暮
旨
8
内
｛
目
o
色
彗
岩
8
o
－
閂
邑
s
一

　
〇
〇
ま
8
く
胃
9
鶉
一
峯
8
昌
自
芭
自
二
6
0
0
ド
M
自
旦
O
P

　
　
な
お
日
本
に
つ
い
て
は
加
藤
寛
孝
氏
の
前
掲
響
を
参
考
に
し
た
。

（
5
）
　
プ
キ
ャ
ナ
ン
”
ワ
グ
ナ
ー
、
深
沢
・
菊
地
訳
、
前
掲
書
、
四
八

　
員
。
（
6
）
　
加
藤
、
前
掲
書
、
一
一
〇
頁
。

（
7
）
　
L
・
R
・
ク
ラ
イ
ン
、
篠
原
・
宮
澤
訳
『
ケ
イ
ン
ズ
革
命
』
昭

　
和
二
七
年
、
有
斐
閣
、
二
二
〇
貢
。

（
8
）
　
A
・
H
・
ハ
ン
セ
ン
、
都
留
重
人
訳
『
財
政
政
策
と
景
気
循

　
環
』
、
日
本
評
論
新
社
、
昭
和
二
五
年
、
九
八
頁
。

（
9
）
畠
①
9
豪
9
＆
奉
『
ま
自
。
・
咀
9
』
o
；
呂
ξ
量
邑
嚢
｝
冨
咀

　
（
以
下
』
宍
H
（
と
略
称
）
く
O
－
一
×
H
目
旧
や
も
O
～
H
．

（
1
0
）
　
冒
■
峯
o
o
q
o
筥
ユ
屠
o
彗
o
讐
墨
目
匡
o
妻
蜆
9
一
．
、
宍
2
葛
蜆
o
目

　
峯
o
目
9
葭
『
｝
市
o
旨
o
｝
1
宅
旨
～
H
o
卓
①
．
、
一
〇
■
ぎ
『
o
向
o
o
自
o
昌
ざ
弔
甲

　
○
昌
μ
く
o
－
．
墨
＝
岩
ミ
一
や
心
N
9

（
n
）
J
・
R
・
ヒ
ッ
ク
ス
、
早
坂
忠
訳
『
ケ
イ
ン
ズ
経
済
挙
の
危

　
機
』
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
昭
和
五
二
年
、
四
四
～
五
頁
。

（
1
2
）
　
A
・
H
・
ハ
ン
セ
ン
、
都
留
訳
、
前
掲
書
、
二
八
八
頁
。

（
1
3
）
　
A
・
H
・
ハ
ン
セ
ン
、
都
留
訳
、
前
掲
薔
、
二
八
九
貢
。

（
1
4
）
　
宮
崎
義
一
・
伊
東
光
噛
編
『
ケ
イ
ン
ズ
・
ハ
ロ
ッ
ド
』
中
央
公

　
論
社
、
昭
和
五
五
年
、
三
二
一
～
三
頁
。

（
∬
）
　
A
・
H
・
ハ
ン
セ
ン
、
都
留
訳
、
前
掲
書
、
二
九
〇
頁
。

（
1
6
）
J
・
M
・
ケ
イ
ン
ズ
、
塩
野
谷
祐
一
訳
『
雇
用
・
利
子
お
よ
ぴ

　
貨
幣
の
一
般
理
論
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
八
年
、
三
二
二

　
～
三
貢
。

（
〃
）
J
・
M
・
ケ
イ
ン
ズ
、
小
泉
・
長
沢
訳
『
貨
幣
論
』
皿
、
東
洋

　
経
済
新
報
社
、
昭
五
五
年
、
二
〇
六
頁
。

（
蛇
）
　
尻
ユ
彗
峯
o
晶
彗
一
峯
o
篶
冨
ユ
叩
雰
顯
■
o
宍
β
篶
m
酎
冨
一
寓
竃
－

　
旨
曽
芭
貝
H
ミ
O
O
二
〇
．
一
塞
．

（
1
9
）
　
宮
崎
・
伊
東
繍
前
掲
書
、
一
五
五
頁
。

（
2
0
）
峯
島
〇
一
塞
内
葭
δ
o
’
嚢
着
o
蜆
一
彗
雰
昌
o
邑
冨
算
亀
望
ξ

　
く
s
冨
二
目
宍
o
毛
鶉
彗
ρ
ま
o
峯
o
ま
；
幸
昌
員
＆
ま
o
身

　
U
厘
く
巨
オ
o
『
皇
鼻
葭
目
o
盲
目
鶉
　
H
冨
く
g
巨
o
打
　
o
葭
昌
一
〕
ユ
烏
o

　
d
邑
く
宰
色
q
弔
篶
員
竃
O
O
ω
・
甲
ミ
・
こ
の
す
ぐ
あ
と
で
、
カ
ル
ド

　
ア
は
「
イ
ギ
リ
ス
で
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
来
の
自
由
放
任
の
思
想

　
が
は
ぴ
こ
っ
て
お
り
、
国
家
の
ピ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
介
入
に
対
し
て
は
強

　
力
な
生
来
の
抵
抗
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
通
産
省
の
よ
う
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な
行
攻
指
導
が
行
え
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
L
と
の
ぺ
て
い
る
。

（
2
1
）
J
・
M
一
・
ケ
イ
ン
ズ
、
宮
崎
義
一
訳
『
説
得
評
論
集
』
、
ケ
イ

　
ン
ズ
全
集
、
第
九
巻
。
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
六
年
、
一
一
八

　
員
。

（
2
2
）
　
－
竃
戸
＜
〇
一
．
×
×
■
や
8
9

（
2
3
）
　
宮
崎
・
伊
東
編
前
掲
書
、
一
五
一
頁
。

（
2
4
）
　
宮
崎
・
伊
東
編
前
掲
暫
、
一
五
五
員
。

（
2
5
）
　
D
・
E
・
モ
グ
リ
ッ
ジ
、
塩
野
谷
祐
一
訳
『
ケ
イ
ン
ズ
』
、
菓

　
洋
経
済
新
報
社
。
昭
和
五
四
年
、
四
六
頁
。

（
2
6
）
　
加
藤
、
箭
掲
書
、
一
〇
六
頁
。

（
2
7
）
　
ア
ダ
ム
・
ス
・
一
・
ス
、
大
内
・
松
川
訳
『
諸
国
民
の
宮
』
1
、
岩

　
波
書
店
、
一
九
六
九
年
、
六
七
九
：
八
○
頁
。
　
　
　
　
　
・

（
2
8
）
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
、
大
内
・
松
川
訳
前
掲
書
、
六
八
○
貢
。

（
2
9
）
　
宋
o
｝
＝
胃
冒
P
　
．
、
＞
冨
幸
o
射
o
巴
｛
里
＝
　
内
｛
嘉
巴
竃
蜆

　
老
O
幸
～
、
．
一
向
目
8
阜
宰
5
9
．
や
8
．

（
3
0
）
　
J
・
R
・
ヒ
ッ
ク
ス
、
早
坂
訳
、
前
掲
書
、
四
九
頁
。

（
3
1
）
　
－
呂
肉
一
く
o
－
一
×
×
－
一
や
ω
o
o
ω
－

（
3
2
）
卑
一
彗
旨
昌
。
竈
竃
一
峯
o
篶
訂
ユ
明
房
彗
｛
寮
着
邑
彗
・
一
勺
1

　
5
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
学
教
授
）
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